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当実験組織はビームライン BL3C3 で強磁性体を対象とする白色Ｘ線磁気回折実験を行なってい

る。偏向磁石から電子軌道面上下に放射する白色楕円偏光Ｘ線を用い，磁化反転に伴う回折強度

の変化（磁気効果）を測定する実験である。本実験では，磁気形状因子のスピン成分（スピン磁

気形状因子）と軌道成分（軌道磁気形状因子）を独立に測定する（あるいは、分離して測定する）

ことが可能である。これらの磁気形状因子は、スピン、および、軌道磁気モーメントの空間分布

を反映している。本実験は、スピンモーメント、および、軌道モーメントの空間分布に関する情

報を提供できる極めて珍しい実験、といえる。

当実験課題の目的は次ぎの３つに大別される。（Ⅰ）測定精度向上のための実験システムの改

善，および，解析手法の改良。（Ⅱ）スピンおよび軌道磁気モーメントの実空間分布解析を目指

した実験。そして究極的には，（Ⅲ）スピンおよび軌道磁気モーメントが物性においてどのよう

な役割を果たしているかを明らかにすること、である。今年度は下記の実験を行なった。

（１）軌道整列系 YTiO3 の複数結晶格子面（(100)面、(101)面、(201)面、(103)面）を用い、ス

ピン磁気形状因子を選択的に測定する S 配置にて実験を行なった。計 17 点の逆格子点における

スピン磁気形状因子を得た。スピンを担っているのは t2g 軌道にあると考えられている Ti－３ｄ

電子である。オーダーした Ti－３ｄ電子の異方的な空間分布を反映していると思われる、スピ

ン磁気形状因子の結晶方位異方性を観測した。今後は、スピンモーメントの実空間分布解析を通

して、オーダーした Ti－３ｄ電子軌道に関する知見を得たい。

（２）希土類元素(R)におけるスピン密度の異方性の研究。RAl2 は R の磁気秩序状態を調べる最

適なシリーズとして昔からよく取り上げられているが、この中で一見最も単純とも思われる GdAl2
に関しては不可解な報告が多い。本 S 型課題の実験においても前年度この物質に関して予想外の

データを観測しており、今年度その再認を行った。例えば、磁化は温度低下とともに単調に増加

するのに対して、555 や 777 反射の磁気効果は低温で減少することが確認されている。Gd の形状

因子に対しては他の R の場合に有効な等価演算子による解析が無力である反面、内殻の偏極、固

体効果による非球性等々、違った興味を追究して行ける可能性があり、今後データの解釈を検討

し、場合によってはさらに実験を継続することを考えている。

（３）当実験手法の新たな研究対象開拓の一環として、薄膜強磁性体試料（多層膜人工格子と薄

膜単結晶）の実験を行なった。まだ予備実験の段階に留まるが、当日実験結果を報告する予定で

ある。


